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みなさまには日頃大変お世話になり、みなさまには日頃大変お世話になり、みなさまには日頃大変お世話になり、みなさまには日頃大変お世話になり、みなさまには日頃大変お世話になり、ありがとうございます。ありがとうございます。ありがとうございます。ありがとうございます。ありがとうございます。簡単ではありますが、簡単ではありますが、簡単ではありますが、簡単ではありますが、簡単ではありますが、昨年度の活昨年度の活昨年度の活昨年度の活昨年度の活

動を報告し、動を報告し、動を報告し、動を報告し、動を報告し、今年度の予定をお知らせいたします。今年度の予定をお知らせいたします。今年度の予定をお知らせいたします。今年度の予定をお知らせいたします。今年度の予定をお知らせいたします。今後とも応援よろしくおねがいいたします。今後とも応援よろしくおねがいいたします。今後とも応援よろしくおねがいいたします。今後とも応援よろしくおねがいいたします。今後とも応援よろしくおねがいいたします。

●これまでの活動を振り返って

　1 9 9 61 9 9 61 9 9 61 9 9 61 9 9 6 年のまち年のまち年のまち年のまち年のまち・・・・・コミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーション（（（（（以以以以以下下下下下まままままちちちちち・・・・・コミ）コミ）コミ）コミ）コミ）設立から設立から設立から設立から設立から 1 61 61 61 61 6 年。年。年。年。年。阪神阪神阪神阪神阪神・・・・・淡路大震災の現淡路大震災の現淡路大震災の現淡路大震災の現淡路大震災の現

場やその後、場やその後、場やその後、場やその後、場やその後、縁のある地域の人々と共にまちづくりに取り組んでまいりました。縁のある地域の人々と共にまちづくりに取り組んでまいりました。縁のある地域の人々と共にまちづくりに取り組んでまいりました。縁のある地域の人々と共にまちづくりに取り組んでまいりました。縁のある地域の人々と共にまちづくりに取り組んでまいりました。　　　　　

　まち　まち　まち　まち　まち・・・・・コミの活動は、コミの活動は、コミの活動は、コミの活動は、コミの活動は、応援団共々現場にかけつけ、応援団共々現場にかけつけ、応援団共々現場にかけつけ、応援団共々現場にかけつけ、応援団共々現場にかけつけ、寄り添いながら、寄り添いながら、寄り添いながら、寄り添いながら、寄り添いながら、地域で社会生活を営む人と地域で社会生活を営む人と地域で社会生活を営む人と地域で社会生活を営む人と地域で社会生活を営む人と

共に、共に、共に、共に、共に、自分たちの力で地域の未来のために取り組めるよう、自分たちの力で地域の未来のために取り組めるよう、自分たちの力で地域の未来のために取り組めるよう、自分たちの力で地域の未来のために取り組めるよう、自分たちの力で地域の未来のために取り組めるよう、自分自身の周囲の環境やまちを知り、自分自身の周囲の環境やまちを知り、自分自身の周囲の環境やまちを知り、自分自身の周囲の環境やまちを知り、自分自身の周囲の環境やまちを知り、実実実実実

際に行動できる環境をつくることを模索してきました。際に行動できる環境をつくることを模索してきました。際に行動できる環境をつくることを模索してきました。際に行動できる環境をつくることを模索してきました。際に行動できる環境をつくることを模索してきました。

　　　　　2 0 1 22 0 1 22 0 1 22 0 1 22 0 1 2 年度はこれまでの経験を活かしながら、年度はこれまでの経験を活かしながら、年度はこれまでの経験を活かしながら、年度はこれまでの経験を活かしながら、年度はこれまでの経験を活かしながら、東日本の復興まちづくりにも関わります。東日本の復興まちづくりにも関わります。東日本の復興まちづくりにも関わります。東日本の復興まちづくりにも関わります。東日本の復興まちづくりにも関わります。

※これまでの活動、※これまでの活動、※これまでの活動、※これまでの活動、※これまでの活動、これからの活動の詳細については、これからの活動の詳細については、これからの活動の詳細については、これからの活動の詳細については、これからの活動の詳細については、団体ホームページ団体ホームページ団体ホームページ団体ホームページ団体ホームページ「「「「「ＷＷＷＷＷＥＥＥＥＥＢＢＢＢＢまままままちちちちち･････コミ」コミ」コミ」コミ」コミ」でごでごでごでごでご

紹介していますのでご参照ください。紹介していますのでご参照ください。紹介していますのでご参照ください。紹介していますのでご参照ください。紹介していますのでご参照ください。

▲ 2011 年 5 月 4 日、宮城県亘理町にて墓地の瓦礫撤去作業をしました。
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ヒアリングシートを並べてＰ

　　　　　20112011201120112011 年年年年年 33333 月月月月月 1111111111 日東日本大震災発生。日東日本大震災発生。日東日本大震災発生。日東日本大震災発生。日東日本大震災発生。御蔵の住御蔵の住御蔵の住御蔵の住御蔵の住
民やまち民やまち民やまち民やまち民やまち・・・・・コミ応援団からまちコミ応援団からまちコミ応援団からまちコミ応援団からまちコミ応援団からまち・・・・・コミへ、コミへ、コミへ、コミへ、コミへ、被災地被災地被災地被災地被災地
を応援したいという連絡をを応援したいという連絡をを応援したいという連絡をを応援したいという連絡をを応援したいという連絡を 1 0 01 0 01 0 01 0 01 0 0 件弱いただきま件弱いただきま件弱いただきま件弱いただきま件弱いただきま
した。した。した。した。した。まちまちまちまちまち・・・・・コミはまず、コミはまず、コミはまず、コミはまず、コミはまず、東北の関係者の状況を東北の関係者の状況を東北の関係者の状況を東北の関係者の状況を東北の関係者の状況を
確認。確認。確認。確認。確認。20112011201120112011 年年年年年 33333 月月月月月 2020202020 日に、日に、日に、日に、日に、御蔵のまちづくりで御蔵のまちづくりで御蔵のまちづくりで御蔵のまちづくりで御蔵のまちづくりで
もお世話になった方々の居る宮城県南部に向かもお世話になった方々の居る宮城県南部に向かもお世話になった方々の居る宮城県南部に向かもお世話になった方々の居る宮城県南部に向かもお世話になった方々の居る宮城県南部に向か
いました。いました。いました。いました。いました。44444 月と月と月と月と月と 55555 月に復旧支援をしたい人を集月に復旧支援をしたい人を集月に復旧支援をしたい人を集月に復旧支援をしたい人を集月に復旧支援をしたい人を集
め、め、め、め、め、大きな被害を受けた宮城県亘理町浜吉田地大きな被害を受けた宮城県亘理町浜吉田地大きな被害を受けた宮城県亘理町浜吉田地大きな被害を受けた宮城県亘理町浜吉田地大きな被害を受けた宮城県亘理町浜吉田地
区の海蔵禅寺に行き、区の海蔵禅寺に行き、区の海蔵禅寺に行き、区の海蔵禅寺に行き、区の海蔵禅寺に行き、建物が残った本堂、建物が残った本堂、建物が残った本堂、建物が残った本堂、建物が残った本堂、境内、境内、境内、境内、境内、
墓地の瓦礫撤去等清掃活動を行いました。墓地の瓦礫撤去等清掃活動を行いました。墓地の瓦礫撤去等清掃活動を行いました。墓地の瓦礫撤去等清掃活動を行いました。墓地の瓦礫撤去等清掃活動を行いました。66666 月に月に月に月に月に
は檀家さんの力により、は檀家さんの力により、は檀家さんの力により、は檀家さんの力により、は檀家さんの力により、すべての墓が元の位置すべての墓が元の位置すべての墓が元の位置すべての墓が元の位置すべての墓が元の位置
に戻されました。に戻されました。に戻されました。に戻されました。に戻されました。当初は本堂に仮に遺骨を並べ当初は本堂に仮に遺骨を並べ当初は本堂に仮に遺骨を並べ当初は本堂に仮に遺骨を並べ当初は本堂に仮に遺骨を並べ
ることを目標に檀家さんたちと活動しましたが、ることを目標に檀家さんたちと活動しましたが、ることを目標に檀家さんたちと活動しましたが、ることを目標に檀家さんたちと活動しましたが、ることを目標に檀家さんたちと活動しましたが、
88888 月のお盆前には納骨も可能になりました。月のお盆前には納骨も可能になりました。月のお盆前には納骨も可能になりました。月のお盆前には納骨も可能になりました。月のお盆前には納骨も可能になりました。

　宮城県亘理町の後、　宮城県亘理町の後、　宮城県亘理町の後、　宮城県亘理町の後、　宮城県亘理町の後、宮城県山元町、宮城県山元町、宮城県山元町、宮城県山元町、宮城県山元町、仙台市若林仙台市若林仙台市若林仙台市若林仙台市若林
区にて、区にて、区にて、区にて、区にて、復興まちづくりの準備のための活動に復興まちづくりの準備のための活動に復興まちづくりの準備のための活動に復興まちづくりの準備のための活動に復興まちづくりの準備のための活動に
関わりました。関わりました。関わりました。関わりました。関わりました。今まで今まで今まで今まで今まで 171 71 71 71 7 年間で知り合った応援年間で知り合った応援年間で知り合った応援年間で知り合った応援年間で知り合った応援
団が様々な形で支援してくださいました。団が様々な形で支援してくださいました。団が様々な形で支援してくださいました。団が様々な形で支援してくださいました。団が様々な形で支援してくださいました。現地現地現地現地現地
に行ったのは、に行ったのは、に行ったのは、に行ったのは、に行ったのは、御蔵住民、御蔵住民、御蔵住民、御蔵住民、御蔵住民、勉強に来ていた大学勉強に来ていた大学勉強に来ていた大学勉強に来ていた大学勉強に来ていた大学
生、生、生、生、生、神戸市民、神戸市民、神戸市民、神戸市民、神戸市民、ネットワークのある専門家、ネットワークのある専門家、ネットワークのある専門家、ネットワークのある専門家、ネットワークのある専門家、遠く遠く遠く遠く遠く
はアメリカのシアトルからも参加がありました。はアメリカのシアトルからも参加がありました。はアメリカのシアトルからも参加がありました。はアメリカのシアトルからも参加がありました。はアメリカのシアトルからも参加がありました。
長田の飲食店の機材やバイクの運搬、長田の飲食店の機材やバイクの運搬、長田の飲食店の機材やバイクの運搬、長田の飲食店の機材やバイクの運搬、長田の飲食店の機材やバイクの運搬、広報誌の広報誌の広報誌の広報誌の広報誌の
アドバイス、アドバイス、アドバイス、アドバイス、アドバイス、シアトルからコーヒーの提供、シアトルからコーヒーの提供、シアトルからコーヒーの提供、シアトルからコーヒーの提供、シアトルからコーヒーの提供、現地現地現地現地現地
NPONPONPONPONPO の倉庫建設支援等を行いました。の倉庫建設支援等を行いました。の倉庫建設支援等を行いました。の倉庫建設支援等を行いました。の倉庫建設支援等を行いました。その後、その後、その後、その後、その後、石石石石石
巻市雄勝町の住民が神戸まで支援を求めてこら巻市雄勝町の住民が神戸まで支援を求めてこら巻市雄勝町の住民が神戸まで支援を求めてこら巻市雄勝町の住民が神戸まで支援を求めてこら巻市雄勝町の住民が神戸まで支援を求めてこら
れ、れ、れ、れ、れ、お話を聞きながらどのように関われるか調お話を聞きながらどのように関われるか調お話を聞きながらどのように関われるか調お話を聞きながらどのように関われるか調お話を聞きながらどのように関われるか調
査を行いました。査を行いました。査を行いました。査を行いました。査を行いました。住民はもとより、住民はもとより、住民はもとより、住民はもとより、住民はもとより、多くの関係者多くの関係者多くの関係者多くの関係者多くの関係者
に被災地の現状を知ってもらえるよう、に被災地の現状を知ってもらえるよう、に被災地の現状を知ってもらえるよう、に被災地の現状を知ってもらえるよう、に被災地の現状を知ってもらえるよう、現地で現地で現地で現地で現地で
の活動を模索中です。の活動を模索中です。の活動を模索中です。の活動を模索中です。の活動を模索中です。
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月
末
ま
で
で

（
６
月
末
ま
で
で

（
６
月
末
ま
で
で

（
６
月
末
ま
で
で

（
６
月
末
ま
で
で
1818181818
校
受
入
）

校
受
入
）

校
受
入
）

校
受
入
）

校
受
入
）
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／／／／／
22222
〜〜〜〜〜
66666
【
東
北
復
興
支
援
】

【
東
北
復
興
支
援
】

【
東
北
復
興
支
援
】

【
東
北
復
興
支
援
】

【
東
北
復
興
支
援
】
東
日
本
大
震
災
瓦
礫
撤
去
等
の
支
援

東
日
本
大
震
災
瓦
礫
撤
去
等
の
支
援

東
日
本
大
震
災
瓦
礫
撤
去
等
の
支
援

東
日
本
大
震
災
瓦
礫
撤
去
等
の
支
援

東
日
本
大
震
災
瓦
礫
撤
去
等
の
支
援

44444
／／／／／
3030303030
【
震
災
体
験
学
習
】

【
震
災
体
験
学
習
】

【
震
災
体
験
学
習
】

【
震
災
体
験
学
習
】

【
震
災
体
験
学
習
】
観
音
寺
お
参
り

観
音
寺
お
参
り

観
音
寺
お
参
り

観
音
寺
お
参
り

観
音
寺
お
参
り

44444
／／／／／
2020202020
長
田
区
区
民
ま
ち
づ
く
り
会
議
出
席

長
田
区
区
民
ま
ち
づ
く
り
会
議
出
席

長
田
区
区
民
ま
ち
づ
く
り
会
議
出
席

長
田
区
区
民
ま
ち
づ
く
り
会
議
出
席

長
田
区
区
民
ま
ち
づ
く
り
会
議
出
席(( (((

以
後
９
回
出
席

以
後
９
回
出
席

以
後
９
回
出
席

以
後
９
回
出
席

以
後
９
回
出
席)) )))

44444
／／／／／
1111111111
【
講
演
】

【
講
演
】

【
講
演
】

【
講
演
】

【
講
演
】FMsalus

FMsalus
FMsalus
FMsalus
FMsalus

ラララララ
ジジジジジ
オオオオオ
　　　　　「「「「「
防防防防防
災災災災災
ままままま
ちちちちち
づづづづづ
くくくくく
りりりりり
」」」」」（
田
中
）

（
田
中
）

（
田
中
）

（
田
中
）

（
田
中
）

【
２
０
１
１
年
度

【
２
０
１
１
年
度

【
２
０
１
１
年
度

【
２
０
１
１
年
度

【
２
０
１
１
年
度     

活
動
報
告
】

活
動
報
告
】

活
動
報
告
】

活
動
報
告
】

活
動
報
告
】
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月刊まち･コミ2012年3･4月号 2012年5月1日発行

　日本の古民家を台湾へ移築し一滴水記念館と　日本の古民家を台湾へ移築し一滴水記念館と　日本の古民家を台湾へ移築し一滴水記念館と　日本の古民家を台湾へ移築し一滴水記念館と　日本の古民家を台湾へ移築し一滴水記念館と
して建設しました。して建設しました。して建設しました。して建設しました。して建設しました。中には、中には、中には、中には、中には、水上勉文庫水上勉文庫水上勉文庫水上勉文庫水上勉文庫・・・・・陳舜陳舜陳舜陳舜陳舜
臣文庫があります。臣文庫があります。臣文庫があります。臣文庫があります。臣文庫があります。陳舜臣先生とご家族が一滴陳舜臣先生とご家族が一滴陳舜臣先生とご家族が一滴陳舜臣先生とご家族が一滴陳舜臣先生とご家族が一滴
水記念館を訪問水記念館を訪問水記念館を訪問水記念館を訪問水記念館を訪問（（（（（20102010201020102010 年年年年年 1111111111 月）月）月）月）月）してくださったしてくださったしてくださったしてくださったしてくださった
後、後、後、後、後、ご子息からご子息からご子息からご子息からご子息から「「「「「父父父父父ががががが収収収収収集集集集集しししししたたたたた書書書書書籍籍籍籍籍ややややや資資資資資料料料料料ををををを通通通通通
じて、じて、じて、じて、じて、アジアの若者が学ぶ場が神戸にできれば」アジアの若者が学ぶ場が神戸にできれば」アジアの若者が学ぶ場が神戸にできれば」アジアの若者が学ぶ場が神戸にできれば」アジアの若者が学ぶ場が神戸にできれば」
と提案がありました。と提案がありました。と提案がありました。と提案がありました。と提案がありました。「「「「「麒麒麒麒麒麟麟麟麟麟ののののの会会会会会」」」」」と陳舜臣先生と陳舜臣先生と陳舜臣先生と陳舜臣先生と陳舜臣先生
に命名していただき、に命名していただき、に命名していただき、に命名していただき、に命名していただき、検討を重ね、検討を重ね、検討を重ね、検討を重ね、検討を重ね、まずは集まっまずは集まっまずは集まっまずは集まっまずは集まっ
たメンバーでできることからと、たメンバーでできることからと、たメンバーでできることからと、たメンバーでできることからと、たメンバーでできることからと、20112011201120112011 年年年年年 1212121212 月に月に月に月に月に
２回、２回、２回、２回、２回、20122 0 1 22 0 1 22 0 1 22 0 1 2 年１月に１回、年１月に１回、年１月に１回、年１月に１回、年１月に１回、３月に１回、３月に１回、３月に１回、３月に１回、３月に１回、神戸元神戸元神戸元神戸元神戸元
町高架下のプラネット町高架下のプラネット町高架下のプラネット町高架下のプラネット町高架下のプラネット Ea r t HE a r t HE a r t HE a r t HE a r t H にて、にて、にて、にて、にて、元町高架下元町高架下元町高架下元町高架下元町高架下
((((( モトコーモトコーモトコーモトコーモトコー))))) にぎわいづくり実行委員会と麒麟のにぎわいづくり実行委員会と麒麟のにぎわいづくり実行委員会と麒麟のにぎわいづくり実行委員会と麒麟のにぎわいづくり実行委員会と麒麟の
会の主催で、会の主催で、会の主催で、会の主催で、会の主催で、講座を行いました。講座を行いました。講座を行いました。講座を行いました。講座を行いました。
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2727272727-- ---

3030303030
【
日
台
交
流
】

【
日
台
交
流
】

【
日
台
交
流
】

【
日
台
交
流
】

【
日
台
交
流
】
訪
台
訪
台
訪
台
訪
台
訪
台
「
淡
水
木
造
和
式
建
築
の
建
て
替
え
」

「
淡
水
木
造
和
式
建
築
の
建
て
替
え
」

「
淡
水
木
造
和
式
建
築
の
建
て
替
え
」

「
淡
水
木
造
和
式
建
築
の
建
て
替
え
」

「
淡
水
木
造
和
式
建
築
の
建
て
替
え
」
シ
ン
ポ

シ
ン
ポ

シ
ン
ポ

シ
ン
ポ

シ
ン
ポ

33333
／／／／／
2727272727
【
東
北
復
興
支
援
】

【
東
北
復
興
支
援
】

【
東
北
復
興
支
援
】

【
東
北
復
興
支
援
】

【
東
北
復
興
支
援
】
台
湾
淡
江
大
学
学
生
、

台
湾
淡
江
大
学
学
生
、

台
湾
淡
江
大
学
学
生
、

台
湾
淡
江
大
学
学
生
、

台
湾
淡
江
大
学
学
生
、
夏
季
休
暇
東
北
訪
問
に

夏
季
休
暇
東
北
訪
問
に

夏
季
休
暇
東
北
訪
問
に

夏
季
休
暇
東
北
訪
問
に

夏
季
休
暇
東
北
訪
問
に

む
け
て
の
事
前
打
合
せ

む
け
て
の
事
前
打
合
せ

む
け
て
の
事
前
打
合
せ

む
け
て
の
事
前
打
合
せ

む
け
て
の
事
前
打
合
せ

33333
／／／／／
2525252525
【
日
台
交
流
】

【
日
台
交
流
】

【
日
台
交
流
】

【
日
台
交
流
】

【
日
台
交
流
】
麒
麟
の
会
講
座
開
催

麒
麟
の
会
講
座
開
催

麒
麟
の
会
講
座
開
催

麒
麟
の
会
講
座
開
催

麒
麟
の
会
講
座
開
催
・・・・・
戦
災
復
興
過
程
の
神
戸
を
歩
く

戦
災
復
興
過
程
の
神
戸
を
歩
く

戦
災
復
興
過
程
の
神
戸
を
歩
く

戦
災
復
興
過
程
の
神
戸
を
歩
く

戦
災
復
興
過
程
の
神
戸
を
歩
く

―
駅
前
ヤ
ミ
市
と
そ
の
行
方
―

―
駅
前
ヤ
ミ
市
と
そ
の
行
方
―

―
駅
前
ヤ
ミ
市
と
そ
の
行
方
―

―
駅
前
ヤ
ミ
市
と
そ
の
行
方
―

―
駅
前
ヤ
ミ
市
と
そ
の
行
方
―

33333
／／／／／
2020202020
【
震
災
学
習
】

【
震
災
学
習
】

【
震
災
学
習
】

【
震
災
学
習
】

【
震
災
学
習
】
観
音
寺
お
参
り

観
音
寺
お
参
り

観
音
寺
お
参
り

観
音
寺
お
参
り

観
音
寺
お
参
り

33333
／／／／／
1515151515
【
震
災
学
習
】

【
震
災
学
習
】

【
震
災
学
習
】

【
震
災
学
習
】

【
震
災
学
習
】
東
北
被
災
地
交
流
ツ
ア
ー
勉
強
会

東
北
被
災
地
交
流
ツ
ア
ー
勉
強
会

東
北
被
災
地
交
流
ツ
ア
ー
勉
強
会

東
北
被
災
地
交
流
ツ
ア
ー
勉
強
会

東
北
被
災
地
交
流
ツ
ア
ー
勉
強
会

33333
／／／／／
1313131313
【
東
北
復
興
支
援
】

【
東
北
復
興
支
援
】

【
東
北
復
興
支
援
】

【
東
北
復
興
支
援
】

【
東
北
復
興
支
援
】
東
北
行
き

東
北
行
き

東
北
行
き

東
北
行
き

東
北
行
き

33333
／／／／／
1010101010
【
講
演
】

【
講
演
】

【
講
演
】

【
講
演
】

【
講
演
】
大
阪
市
東
成
区
講
演
会

大
阪
市
東
成
区
講
演
会

大
阪
市
東
成
区
講
演
会

大
阪
市
東
成
区
講
演
会

大
阪
市
東
成
区
講
演
会
「
東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
　

「
東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
　

「
東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
　

「
東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
　

「
東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
　

地
域
防
災
ま
ち
づ
く
り
の
大
切
さ
、

地
域
防
災
ま
ち
づ
く
り
の
大
切
さ
、

地
域
防
災
ま
ち
づ
く
り
の
大
切
さ
、

地
域
防
災
ま
ち
づ
く
り
の
大
切
さ
、

地
域
防
災
ま
ち
づ
く
り
の
大
切
さ
、
今
か
ら
備
え
る
こ
と
　

今
か
ら
備
え
る
こ
と
　

今
か
ら
備
え
る
こ
と
　

今
か
ら
備
え
る
こ
と
　

今
か
ら
備
え
る
こ
と
　

―
災
害
復
興
の
経
験
を
踏
ま
え
て
―
」

―
災
害
復
興
の
経
験
を
踏
ま
え
て
―
」

―
災
害
復
興
の
経
験
を
踏
ま
え
て
―
」

―
災
害
復
興
の
経
験
を
踏
ま
え
て
―
」

―
災
害
復
興
の
経
験
を
踏
ま
え
て
―
」（
田
中
）

（
田
中
）

（
田
中
）

（
田
中
）

（
田
中
）
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研
修
受
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】

【
研
修
受
入
】

【
研
修
受
入
】

【
研
修
受
入
】

【
研
修
受
入
】
神
戸
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

神
戸
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

神
戸
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

神
戸
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

神
戸
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
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88888
【
東
北
復
興
支
援
】

【
東
北
復
興
支
援
】

【
東
北
復
興
支
援
】

【
東
北
復
興
支
援
】

【
東
北
復
興
支
援
】
気
仙
沼
観
光
協
会
視
察
来
訪

気
仙
沼
観
光
協
会
視
察
来
訪

気
仙
沼
観
光
協
会
視
察
来
訪

気
仙
沼
観
光
協
会
視
察
来
訪

気
仙
沼
観
光
協
会
視
察
来
訪
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【
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災
学
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】

【
震
災
学
習
】

【
震
災
学
習
】

【
震
災
学
習
】

【
震
災
学
習
】
東
北
被
災
地
交
流
ツ
ア
ー
勉
強
会

東
北
被
災
地
交
流
ツ
ア
ー
勉
強
会

東
北
被
災
地
交
流
ツ
ア
ー
勉
強
会

東
北
被
災
地
交
流
ツ
ア
ー
勉
強
会

東
北
被
災
地
交
流
ツ
ア
ー
勉
強
会

22222
／／／／／
2323232323
【
研
修
受
入
】

【
研
修
受
入
】

【
研
修
受
入
】

【
研
修
受
入
】

【
研
修
受
入
】
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
中
東
ア
ジ
ア
の
マ
ス
コ
ミ
関
係
者

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
中
東
ア
ジ
ア
の
マ
ス
コ
ミ
関
係
者

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
中
東
ア
ジ
ア
の
マ
ス
コ
ミ
関
係
者

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
中
東
ア
ジ
ア
の
マ
ス
コ
ミ
関
係
者

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
中
東
ア
ジ
ア
の
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
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1919191919
【
講
演
】

【
講
演
】

【
講
演
】

【
講
演
】

【
講
演
】
神
戸
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

神
戸
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

神
戸
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

神
戸
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

神
戸
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
見
る
生
活
再
建
と
復
興
の
課
題
」

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
見
る
生
活
再
建
と
復
興
の
課
題
」

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
見
る
生
活
再
建
と
復
興
の
課
題
」

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
見
る
生
活
再
建
と
復
興
の
課
題
」

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
見
る
生
活
再
建
と
復
興
の
課
題
」(( (((
田
中
田
中
田
中
田
中
田
中)) )))
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関
西
大
学
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査
実
習
講
義
に
参
加

関
西
大
学
調
査
実
習
講
義
に
参
加

関
西
大
学
調
査
実
習
講
義
に
参
加

関
西
大
学
調
査
実
習
講
義
に
参
加

関
西
大
学
調
査
実
習
講
義
に
参
加
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【
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修
受
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】

【
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修
受
入
】

【
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修
受
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】

【
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修
受
入
】

【
研
修
受
入
】
京
都
大
学
防
災
研
究
所

京
都
大
学
防
災
研
究
所

京
都
大
学
防
災
研
究
所

京
都
大
学
防
災
研
究
所

京
都
大
学
防
災
研
究
所

22222
／／／／／
1313131313-14

-14
-14
-14
-14

関
西
大
学
上
町
台
地
調
査
実
習
に
同
行

関
西
大
学
上
町
台
地
調
査
実
習
に
同
行

関
西
大
学
上
町
台
地
調
査
実
習
に
同
行

関
西
大
学
上
町
台
地
調
査
実
習
に
同
行

関
西
大
学
上
町
台
地
調
査
実
習
に
同
行

22222
／／／／／
1212121212
【
講
演
】

【
講
演
】

【
講
演
】

【
講
演
】

【
講
演
】
宮
崎
県

宮
崎
県

宮
崎
県

宮
崎
県

宮
崎
県     

防
災
士
養
成
研
修

防
災
士
養
成
研
修

防
災
士
養
成
研
修

防
災
士
養
成
研
修

防
災
士
養
成
研
修
（
専
門
コ
ー
ス
）

（
専
門
コ
ー
ス
）

（
専
門
コ
ー
ス
）

（
専
門
コ
ー
ス
）

（
専
門
コ
ー
ス
）

「
阪
神

「
阪
神

「
阪
神

「
阪
神

「
阪
神
・・・・・
淡
路
大
震
災
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」

淡
路
大
震
災
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」

淡
路
大
震
災
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」

淡
路
大
震
災
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」

淡
路
大
震
災
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」(( (((

田
中
田
中
田
中
田
中
田
中)) )))

11111
／／／／／
2929292929
【
講
演
】

【
講
演
】

【
講
演
】

【
講
演
】

【
講
演
】
東
京
都
足
立
区
復
興
訓
練
ら

東
京
都
足
立
区
復
興
訓
練
ら

東
京
都
足
立
区
復
興
訓
練
ら

東
京
都
足
立
区
復
興
訓
練
ら

東
京
都
足
立
区
復
興
訓
練
ら

「
阪
神

「
阪
神

「
阪
神

「
阪
神

「
阪
神
・・・・・
淡
路
大
震
災
の
体
験
か
伝
え
ら
れ
る
こ
と
」

淡
路
大
震
災
の
体
験
か
伝
え
ら
れ
る
こ
と
」

淡
路
大
震
災
の
体
験
か
伝
え
ら
れ
る
こ
と
」

淡
路
大
震
災
の
体
験
か
伝
え
ら
れ
る
こ
と
」

淡
路
大
震
災
の
体
験
か
伝
え
ら
れ
る
こ
と
」(( (((

田
中
田
中
田
中
田
中
田
中)) )))

11111
／／／／／
2828282828
【
台
日
交
流
】

【
台
日
交
流
】

【
台
日
交
流
】

【
台
日
交
流
】

【
台
日
交
流
】
麒
麟
の
会
講
座
開
催

麒
麟
の
会
講
座
開
催

麒
麟
の
会
講
座
開
催

麒
麟
の
会
講
座
開
催

麒
麟
の
会
講
座
開
催
・・・・・
街
角
か
ら
見
た
元
町

街
角
か
ら
見
た
元
町

街
角
か
ら
見
た
元
町

街
角
か
ら
見
た
元
町

街
角
か
ら
見
た
元
町
・・・・・
海
岸
通
の

海
岸
通
の

海
岸
通
の

海
岸
通
の

海
岸
通
の

都
市
形
成
史
　
〜
小
説

都
市
形
成
史
　
〜
小
説

都
市
形
成
史
　
〜
小
説

都
市
形
成
史
　
〜
小
説

都
市
形
成
史
　
〜
小
説     

「
黒
い
米
」

「
黒
い
米
」

「
黒
い
米
」

「
黒
い
米
」

「
黒
い
米
」     

を
ひ
も
と
き
つ
つ
〜

を
ひ
も
と
き
つ
つ
〜

を
ひ
も
と
き
つ
つ
〜

を
ひ
も
と
き
つ
つ
〜

を
ひ
も
と
き
つ
つ
〜

11111
／／／／／
2727272727-- ---

3030303030
【
研
修

【
研
修

【
研
修

【
研
修

【
研
修
・・・・・
台
日
交
流
】

台
日
交
流
】

台
日
交
流
】

台
日
交
流
】

台
日
交
流
】
王
明
傑
氏

王
明
傑
氏

王
明
傑
氏

王
明
傑
氏

王
明
傑
氏
（
台
湾
）

（
台
湾
）

（
台
湾
）

（
台
湾
）

（
台
湾
）
来
日
来
日
来
日
来
日
来
日

11111
／／／／／
1919191919
Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都
ラ
ジ
オ
出
演

Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都
ラ
ジ
オ
出
演

Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都
ラ
ジ
オ
出
演

Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都
ラ
ジ
オ
出
演

Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都
ラ
ジ
オ
出
演(( (((

田
中
田
中
田
中
田
中
田
中)) )))

11111
／／／／／
1717171717
慰
霊
法
要

慰
霊
法
要

慰
霊
法
要

慰
霊
法
要

慰
霊
法
要

11111
／／／／／
1515151515
こ
う
べ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク

こ
う
べ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク

こ
う
べ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク

こ
う
べ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク

こ
う
べ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
（
炊
き
出
し
協
力
）

（
炊
き
出
し
協
力
）

（
炊
き
出
し
協
力
）

（
炊
き
出
し
協
力
）

（
炊
き
出
し
協
力
）

11111
／／／／／
1414141414
【
視
察
】

【
視
察
】

【
視
察
】

【
視
察
】

【
視
察
】
石
巻
、

石
巻
、

石
巻
、

石
巻
、

石
巻
、
気
仙
沼
よ
り
来
訪

気
仙
沼
よ
り
来
訪

気
仙
沼
よ
り
来
訪

気
仙
沼
よ
り
来
訪

気
仙
沼
よ
り
来
訪

11111
／／／／／
77777
〜〜〜〜〜
99999
【
東
北
復
興
支
援
】

【
東
北
復
興
支
援
】

【
東
北
復
興
支
援
】

【
東
北
復
興
支
援
】

【
東
北
復
興
支
援
】
東
北
行
き

東
北
行
き

東
北
行
き

東
北
行
き

東
北
行
き

1212121212
／／／／／
2929292929
【
東
北
震
災
支
援
】

【
東
北
震
災
支
援
】

【
東
北
震
災
支
援
】

【
東
北
震
災
支
援
】

【
東
北
震
災
支
援
】
南
三
陸
勉
強
会
参
加

南
三
陸
勉
強
会
参
加

南
三
陸
勉
強
会
参
加

南
三
陸
勉
強
会
参
加

南
三
陸
勉
強
会
参
加

1212121212
／／／／／
1010101010
【
台
日
交
流
】

【
台
日
交
流
】

【
台
日
交
流
】

【
台
日
交
流
】

【
台
日
交
流
】
麒
麟
の
会
講
座
開
催

麒
麟
の
会
講
座
開
催

麒
麟
の
会
講
座
開
催

麒
麟
の
会
講
座
開
催

麒
麟
の
会
講
座
開
催
・・・・・
陳
舜
臣
的
神
戸
愛

陳
舜
臣
的
神
戸
愛

陳
舜
臣
的
神
戸
愛

陳
舜
臣
的
神
戸
愛

陳
舜
臣
的
神
戸
愛

-- ---

元
町
か
い
わ
い
を
歩
き
語
る
２

元
町
か
い
わ
い
を
歩
き
語
る
２

元
町
か
い
わ
い
を
歩
き
語
る
２

元
町
か
い
わ
い
を
歩
き
語
る
２

元
町
か
い
わ
い
を
歩
き
語
る
２

1212121212
／／／／／
33333
〜〜〜〜〜
55555
【
台
日
交
流
】

【
台
日
交
流
】

【
台
日
交
流
】

【
台
日
交
流
】

【
台
日
交
流
】
麒
麟
の
会
講
座
開
催

麒
麟
の
会
講
座
開
催

麒
麟
の
会
講
座
開
催

麒
麟
の
会
講
座
開
催

麒
麟
の
会
講
座
開
催
・・・・・
陳
舜
臣
的
神
戸
愛

陳
舜
臣
的
神
戸
愛

陳
舜
臣
的
神
戸
愛

陳
舜
臣
的
神
戸
愛

陳
舜
臣
的
神
戸
愛

-- ---

元
町
か
い
わ
い
を
歩
き
語
る
１

元
町
か
い
わ
い
を
歩
き
語
る
１

元
町
か
い
わ
い
を
歩
き
語
る
１

元
町
か
い
わ
い
を
歩
き
語
る
１

元
町
か
い
わ
い
を
歩
き
語
る
１

1212121212
／／／／／
22222
〜〜〜〜〜
55555
【
東
北
震
災
支
援
】

【
東
北
震
災
支
援
】

【
東
北
震
災
支
援
】

【
東
北
震
災
支
援
】

【
東
北
震
災
支
援
】
宮
城
県
山
元
町
へ

宮
城
県
山
元
町
へ

宮
城
県
山
元
町
へ

宮
城
県
山
元
町
へ

宮
城
県
山
元
町
へ

　東日本大震災の後、　東日本大震災の後、　東日本大震災の後、　東日本大震災の後、　東日本大震災の後、視察研修や震災体験学習視察研修や震災体験学習視察研修や震災体験学習視察研修や震災体験学習視察研修や震災体験学習
のお問い合わせやお申し込みが増えています。のお問い合わせやお申し込みが増えています。のお問い合わせやお申し込みが増えています。のお問い合わせやお申し込みが増えています。のお問い合わせやお申し込みが増えています。
阪神阪神阪神阪神阪神･････淡路大震災の経験、淡路大震災の経験、淡路大震災の経験、淡路大震災の経験、淡路大震災の経験、そしてまちづくり協議そしてまちづくり協議そしてまちづくり協議そしてまちづくり協議そしてまちづくり協議
会やまち会やまち会やまち会やまち会やまち・・・・・コミュニケーションの取り組みを伝コミュニケーションの取り組みを伝コミュニケーションの取り組みを伝コミュニケーションの取り組みを伝コミュニケーションの取り組みを伝
えることの大切さを再認識しました。えることの大切さを再認識しました。えることの大切さを再認識しました。えることの大切さを再認識しました。えることの大切さを再認識しました。修学旅行修学旅行修学旅行修学旅行修学旅行
生は、生は、生は、生は、生は、災害への備えは何が必要か、災害への備えは何が必要か、災害への備えは何が必要か、災害への備えは何が必要か、災害への備えは何が必要か、東北の被災東北の被災東北の被災東北の被災東北の被災
地のために自分に何ができるのかを真剣に考え地のために自分に何ができるのかを真剣に考え地のために自分に何ができるのかを真剣に考え地のために自分に何ができるのかを真剣に考え地のために自分に何ができるのかを真剣に考え
ている様子でした。ている様子でした。ている様子でした。ている様子でした。ている様子でした。
　また、　また、　また、　また、　また、９月以降は東日本大震災の被災地から、９月以降は東日本大震災の被災地から、９月以降は東日本大震災の被災地から、９月以降は東日本大震災の被災地から、９月以降は東日本大震災の被災地から、
避難所運営や地域の復興、避難所運営や地域の復興、避難所運営や地域の復興、避難所運営や地域の復興、避難所運営や地域の復興、観光事業に取り組む観光事業に取り組む観光事業に取り組む観光事業に取り組む観光事業に取り組む
方、方、方、方、方、新聞記者の来訪が増え、新聞記者の来訪が増え、新聞記者の来訪が増え、新聞記者の来訪が増え、新聞記者の来訪が増え、神戸の経験を伝え神戸の経験を伝え神戸の経験を伝え神戸の経験を伝え神戸の経験を伝え
ると共に、ると共に、ると共に、ると共に、ると共に、東日本の被災地の生の声を神戸で聞東日本の被災地の生の声を神戸で聞東日本の被災地の生の声を神戸で聞東日本の被災地の生の声を神戸で聞東日本の被災地の生の声を神戸で聞
くこともできました。くこともできました。くこともできました。くこともできました。くこともできました。まちまちまちまちまち・・・・・コミの震災体験学コミの震災体験学コミの震災体験学コミの震災体験学コミの震災体験学
習で語り部として活躍している方々との交流す習で語り部として活躍している方々との交流す習で語り部として活躍している方々との交流す習で語り部として活躍している方々との交流す習で語り部として活躍している方々との交流す
る機会にもなりました。る機会にもなりました。る機会にもなりました。る機会にもなりました。る機会にもなりました。

月
刊
ま
ち
・
コ
ミ
発
行
　（
４
号
）

出
石
町
市
民
農
園
再
建
事
業
　（
現
地
活
動
日
数
30
日
）

東
北
復
興
支
援
事
業
（
現
地
活
動
日
数
53
日
）

Ｗ
Ｅ
Ｂ
ま
ち
・
コ
ミ 

ブ
ロ
グ
更
新
　（
228
回
）

講
演
（
12
回
）・
視
察
研
修
受
け
入
れ
　（
13
回
）　
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月刊まち･コミ2012年3･4月号 2012年5月1日発行

　　2012年度活動予定

●１．被災地まちづくり支援事業

１－１．神戸市長田区御蔵通

　まち　まち　まち　まち　まち・・・・・コミ記録誌作成と共に、コミ記録誌作成と共に、コミ記録誌作成と共に、コミ記録誌作成と共に、コミ記録誌作成と共に、振り返り振り返り振り返り振り返り振り返り

の場を作っていきます。の場を作っていきます。の場を作っていきます。の場を作っていきます。の場を作っていきます。

１－２．兵庫県豊岡市出石町鳥居

　鳥居やすらぎ市民農園で畑を耕しなが　鳥居やすらぎ市民農園で畑を耕しなが　鳥居やすらぎ市民農園で畑を耕しなが　鳥居やすらぎ市民農園で畑を耕しなが　鳥居やすらぎ市民農園で畑を耕しなが

ら、ら、ら、ら、ら、多くの方に感じていただき、多くの方に感じていただき、多くの方に感じていただき、多くの方に感じていただき、多くの方に感じていただき、出石市民出石市民出石市民出石市民出石市民

農園の活性はもとより、農園の活性はもとより、農園の活性はもとより、農園の活性はもとより、農園の活性はもとより、都市と農村の交流都市と農村の交流都市と農村の交流都市と農村の交流都市と農村の交流

に力を入れていきます。に力を入れていきます。に力を入れていきます。に力を入れていきます。に力を入れていきます。

１－３．台湾

　一滴水記念館　一滴水記念館　一滴水記念館　一滴水記念館　一滴水記念館（（（（（古古古古古民民民民民家家家家家）））））ががががが 2 0 1 12 0 1 12 0 1 12 0 1 12 0 1 1 年年年年年 33333 月に月に月に月に月に

開館しました。開館しました。開館しました。開館しました。開館しました。記念館を通じた日台交流が記念館を通じた日台交流が記念館を通じた日台交流が記念館を通じた日台交流が記念館を通じた日台交流が

活性化するよう、活性化するよう、活性化するよう、活性化するよう、活性化するよう、展示の充実や神戸とアジ展示の充実や神戸とアジ展示の充実や神戸とアジ展示の充実や神戸とアジ展示の充実や神戸とアジ

アの歴史研究などに努めていきます。アの歴史研究などに努めていきます。アの歴史研究などに努めていきます。アの歴史研究などに努めていきます。アの歴史研究などに努めていきます。

１－４．東日本大震災の被災地

　石巻市雄勝町にて、　石巻市雄勝町にて、　石巻市雄勝町にて、　石巻市雄勝町にて、　石巻市雄勝町にて、地元の方が復興まち地元の方が復興まち地元の方が復興まち地元の方が復興まち地元の方が復興まち

づくりに安心して取り組めるよう地域の調づくりに安心して取り組めるよう地域の調づくりに安心して取り組めるよう地域の調づくりに安心して取り組めるよう地域の調づくりに安心して取り組めるよう地域の調

査を行い、査を行い、査を行い、査を行い、査を行い、皆様関係者と共に、皆様関係者と共に、皆様関係者と共に、皆様関係者と共に、皆様関係者と共に、地域づくり地域づくり地域づくり地域づくり地域づくり

に関わっていきたいと思っています。に関わっていきたいと思っています。に関わっていきたいと思っています。に関わっていきたいと思っています。に関わっていきたいと思っています。

●２．平常時まちづくり支援事業
　2 0 1 22 0 1 22 0 1 22 0 1 22 0 1 2 年度の該当地区はありません。年度の該当地区はありません。年度の該当地区はありません。年度の該当地区はありません。年度の該当地区はありません。（（（（（いいいいい

つでも平常時のまちづくりに貢献できるよつでも平常時のまちづくりに貢献できるよつでも平常時のまちづくりに貢献できるよつでも平常時のまちづくりに貢献できるよつでも平常時のまちづくりに貢献できるよ

う準備します）う準備します）う準備します）う準備します）う準備します）

●３．地域間交流

　活動の中で出合った他地域の人たちと、活動の中で出合った他地域の人たちと、活動の中で出合った他地域の人たちと、活動の中で出合った他地域の人たちと、活動の中で出合った他地域の人たちと、

積極的に交流していきます。積極的に交流していきます。積極的に交流していきます。積極的に交流していきます。積極的に交流していきます。今年度は特今年度は特今年度は特今年度は特今年度は特

に、に、に、に、に、一滴水記念館のオープンをきっかけに一滴水記念館のオープンをきっかけに一滴水記念館のオープンをきっかけに一滴水記念館のオープンをきっかけに一滴水記念館のオープンをきっかけに

ますます交流が拡がるよう、ますます交流が拡がるよう、ますます交流が拡がるよう、ますます交流が拡がるよう、ますます交流が拡がるよう、台湾からの来台湾からの来台湾からの来台湾からの来台湾からの来

訪者受け入れなどを予定しています。訪者受け入れなどを予定しています。訪者受け入れなどを予定しています。訪者受け入れなどを予定しています。訪者受け入れなどを予定しています。

●４．まちづくり調査研究事業

４－１　各地区の再建調査

　被災地が再建する過程を調査します。　被災地が再建する過程を調査します。　被災地が再建する過程を調査します。　被災地が再建する過程を調査します。　被災地が再建する過程を調査します。

☆　各活動のボランティア、事務局のインターンを
募集しています。まち・コミュニケーションまで
お気軽にお問い合わせください。

☆ 各活動についてのPR ホームページがあります。
「WEBまち・コミ」からリンクされています。是
非併せてご覧下さい。

４－２　まち・コミ記録誌の作成

　まち　まち　まち　まち　まち・・・・・コミの今後の活動に生かすため、コミの今後の活動に生かすため、コミの今後の活動に生かすため、コミの今後の活動に生かすため、コミの今後の活動に生かすため、

これまでを振り返り、これまでを振り返り、これまでを振り返り、これまでを振り返り、これまでを振り返り、冊子にまとめます。冊子にまとめます。冊子にまとめます。冊子にまとめます。冊子にまとめます。

●５．まちづくり研修事業

５－１　修学旅行生の受け入れ

　神戸に修学旅行に来る小　神戸に修学旅行に来る小　神戸に修学旅行に来る小　神戸に修学旅行に来る小　神戸に修学旅行に来る小・・・・・中中中中中・・・・・高校生を高校生を高校生を高校生を高校生を

対象に、対象に、対象に、対象に、対象に、震災体験を伝えています。震災体験を伝えています。震災体験を伝えています。震災体験を伝えています。震災体験を伝えています。今年度今年度今年度今年度今年度

ははははは 1 51 51 51 51 5 校程度予定しています。校程度予定しています。校程度予定しています。校程度予定しています。校程度予定しています。

５－２　御蔵学校（地域で学ぶ勉強会）

　　　　　「「「「「東東東東東日日日日日本本本本本大大大大大震震震震震災災災災災」」」」」がテーマの勉強会を、がテーマの勉強会を、がテーマの勉強会を、がテーマの勉強会を、がテーマの勉強会を、秋秋秋秋秋

以降に開催する予定です。以降に開催する予定です。以降に開催する予定です。以降に開催する予定です。以降に開催する予定です。

５－３　各種団体受け入れ

　震災、　震災、　震災、　震災、　震災、復興まちづくり、復興まちづくり、復興まちづくり、復興まちづくり、復興まちづくり、ボランティアなボランティアなボランティアなボランティアなボランティアな

どをテーマに研修をいたします。どをテーマに研修をいたします。どをテーマに研修をいたします。どをテーマに研修をいたします。どをテーマに研修をいたします。

５－４　外部講演

　講演会やシンポジウムにて、　講演会やシンポジウムにて、　講演会やシンポジウムにて、　講演会やシンポジウムにて、　講演会やシンポジウムにて、講師やパネ講師やパネ講師やパネ講師やパネ講師やパネ

リストとして出演し、リストとして出演し、リストとして出演し、リストとして出演し、リストとして出演し、これまでの経験を元これまでの経験を元これまでの経験を元これまでの経験を元これまでの経験を元

にお話しします。にお話しします。にお話しします。にお話しします。にお話しします。

●６．情報発信事業

６－１．月刊まち・コミ

　まちまちまちまちまち・・・・・コミの活動や調査の報告、コミの活動や調査の報告、コミの活動や調査の報告、コミの活動や調査の報告、コミの活動や調査の報告、その他その他その他その他その他

まちづくりの情報をお伝えします。まちづくりの情報をお伝えします。まちづくりの情報をお伝えします。まちづくりの情報をお伝えします。まちづくりの情報をお伝えします。

６－２．W e b まち・コミ

　活動報告を中心にホームページやブログ　活動報告を中心にホームページやブログ　活動報告を中心にホームページやブログ　活動報告を中心にホームページやブログ　活動報告を中心にホームページやブログ

などにて情報発信します。などにて情報発信します。などにて情報発信します。などにて情報発信します。などにて情報発信します。

６－３．メールニュース

　２カ月に１回程度、　２カ月に１回程度、　２カ月に１回程度、　２カ月に１回程度、　２カ月に１回程度、Ｅメールにて情報をＥメールにて情報をＥメールにて情報をＥメールにて情報をＥメールにて情報を

お届けします。お届けします。お届けします。お届けします。お届けします。
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　　　　　昨昨昨昨昨年年年年年度度度度度ももももも応応応応応援援援援援しししししてててててくくくくくだだだだださささささるるるるるみみみみみなななななさささささまままままのののののおおおおおかかかかかげげげげげででででで、、、、、活活活活活動動動動動すすすすするるるるるここここことととととがががががででででできききききままままましししししたたたたた。。。。。

ああああありりりりりがががががとととととうううううごごごごござざざざざいいいいいままままましししししたたたたた。。。。。今今今今今年年年年年度度度度度もももももよよよよよろろろろろしししししくくくくくおおおおお願願願願願いいいいいいいいいいたたたたたしししししままままますすすすす。。。。。

まままままちちちちち・・・・・コココココミミミミミュュュュュニニニニニケケケケケーーーーーシシシシショョョョョンンンンン

2011 年度 収支報告　（2011 年 4 月～ 2012 年 3 月）

（前年度繰越金） \1,124,578

会費 \642,880 事業費 \1,171,101

寄付金 \840,290 人件費 \4,200,000

助成金 \0 通信費 \164,628

事業収入 \5,395,693 交通費 \1,117,530

雑収入 \7,875 事務管理費 \73,476

家賃・水光熱費 \434,091

雑費 \6,620

（翌年度へ繰越） \843,870

合計 \8,011,316 \8,011,316

収入 支出
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12/1 ～ 2/29
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●賛助会員(新規･継続)●
株式会社防災＆情報研究所(東京都)　高宮城幸雄(兵庫県)　スタヂオ・カタリスト(兵庫県)　
熊坂ひろ子(東京都)　近藤悦生(兵庫県)　平山京子(兵庫県)　橋本光穂(兵庫県)　大陽商会(兵庫県)　
西堀喜久夫(愛知県)　浜崎利澄(兵庫県)　秋原孝三(兵庫県)　佐藤美姿(埼玉県)
●寄付●　田中貢(大阪府)　六ノ坪合資会社(兵庫県)　菅磨志保(大阪府)
●協力●社団法人シャンティ国際ボランティア会(東京都)　株式会社兵庫商会(兵庫県)　【順不同･敬称略】

　まち・コミでは、さらに活発に活動を行うため、賛

助会員を募集し、金銭面でのご支援をいただいてい

ます。会費は、事業推進のために活用させていただ

きます。賛助会員のみなさまには、会員特典をご用

意しておりますので、ぜひ賛助会員への登録をお願

いいたします。

　また、賛助会員は１年更新とさせていただいてい

ます。現在賛助会員の方も時期がきましたら、更新

をお願いいたします。（期限は、「月刊まち・コミ」郵

送時の封筒の、宛名の下に記載していますので、ご

確認ください。）

会員特典会員特典会員特典会員特典会員特典
◆本誌「月刊まち・コミ」の送付。
◆まち・コミュニケーションに関する、Ｅメールで
の情報送付、WEBの特別ページの参照

年会費年会費年会費年会費年会費
個人・法人　年間５０００円
学生　　　　年間３０００円

郵便振替口座番号郵便振替口座番号郵便振替口座番号郵便振替口座番号郵便振替口座番号
００９５０－３－４２７８８

口座名称口座名称口座名称口座名称口座名称
「まち・コミュニケーション事務局」

2012 年5 月１日発行
編集／発行　

定価　１００円

　〒653-0014

　　　　　　　　　　　　神戸市長田区御蔵通 5-5
TEL　078-578-1100 ／ FAX　078-576-7961

　〒 162-0052

東京都新宿区戸山1-24-1　
早稲田大学文学部浦野研究室内

〒214-8580

神奈川県川崎市多摩区東三田２丁目 1-1
専修大学文学部大矢根研究室内

■編集後記　「麒麟の会」の講座に参加すると、神戸
をあらゆる面から見ることができ、改めておもしろ
い町だなと思います。次の講座が楽しみ！(戸)

12/2-5【東北復興支援】宮城県山
元町へ
12/3･10【台日交流】麒麟の会講座
開催
12/15【震災体験学習】専修大学松
戸高等学校
12/24 NPO ふたばの震災学習を見学
12/29【東北復興支援】南三陸勉強
会参加
1/7 ～ 9【東北復興支援】宮城県へ
1/14 【東北復興支援】石巻、気仙
沼より視察
1/17 慰霊法要

11/1 ～ 12/31

1/19 KBS 京都ラジオ出演(田中)
1/25 長田区いきいき部会出席
1/26 【震災学習】加古川市立中
部中
1/27-30【台日交流】王明傑さん
研修
1/28 【台日交流】麒麟の会講座
開催
1/29 【講演】東京都足立区にて
(田中)
2/11 阪神大震災を記録しつづけ
る会の集い出席
2/12 【講演】宮崎県にて(田中)

2/12 区民まちづくり会議 震災
学習講座開催
2/13-14　関西大学上町台地調査
実習同行
2/15 【研修受入】京都大学防災
研究所
2/16 関西大学調査実習講義参加
2/19 【講演】神戸大学ボラン
ティア講座(田中)
2/21 【東北復興支援】宮城県雄
勝町より阿部晃成さん来訪
2/23 【研修受入】JICA 中東アジ
アマスコミ関係者来訪
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